












目的 

逆説睡眠 paradoxical sleep は,脳波の低振幅速波化 1ow-amplitude fast wave,急速眼球

運動 rapid eye movements,PGO(ponto-geniculo-occipital)spikes,筋緊張消失 atonia な

どの現象で特徴づけられる。筋緊張消失の神経機序としては,脳幹から運動の最終共通路

final common pathであるアルファ運動細胞alpha-moto-neuron(MN)に強い抑制inhibition

のかかることがあげられている。睡眠中に後肢筋支配のアルファ運動細胞から細胞内記録

intracellular recording を試みた Glenn と Demcnt(1981a)2〕は,逆説睡眠の開始とともに

膜電位が過分極 hypcrpolarization することを見出した。これら睡眠研究の流れとは別に,

私どもは過去 10 年来,除脳ネコ decerebrate cat を実験標本として筋緊張の設定に関する

研究を展開してきた。そして脳幹内の微小電気刺激 microstimulation で筋緊張を減弱させ

ると,後肢筋支配のアルファ運動細胞から,長時間持続する過分極電位を導出記録すること

に成功した 8・13)。本研究では私どもが同定することに成功した“筋緊張減弱の脳幹・脊

髄神経機構"を,逆説睡眠時のそれと比較し解析した。 


